学会抄録 by 和田,房治
-322ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
長に基く利点を有する他，消化機能と吸収機能の25 出術3例，胃切除術 5例，共の他 14例であったふ
化を夫々別個に検出出来るとし、う重要な意義を持つ
ている。即ち正常例とある術後例で無機 p32吸収状 
態の差は術後の吸収能力の差を示L，p32をラベノL
した蛋白投与の際の血中 p32濃度曲線の差異は吸収
能力を考慮、に入れた術後の消化機能の相異を示す。
叉その手術後例で無機 p32とp32蛋白投与時の差異
を観察する事により，術後の消化機能と吸収機能の 
低下す:る様子を知る事が出来る。
かくして燐蛋白の消化機能及び吸収機能検討の基
準として検索の必要に迫られた無機 p32の吸収機能
を各種術式別に追求して，夫々特有の~化のある事
を示すと共に，術後に於ける燐蛋白の消化並びに吸
収機序の一端を解明した。 
19) 蛋白質の消化吸収に対するトレーサ一法と，
その意義について
福島通夫 
蛋白質消化吸収の病態生理を，アイソト{プを応
用して研究せんとし，種々な検索方法を考案した。
吾々の方法は生体を通して，蛋白質に標識せんとす
る所に独自性がある。
1) p32を用いる方法
犬に pa2を注射し，その肝臓，消化管粘膜より燐
蛋白質として得る方法で収量が高い。
山羊に注射し，乳よりカゼイシとして得る方法も
有望である。鶏卵よりピテリシとして得る方法は収
量が低い。 
2) Sめを用いる方法，無機 S35を加えた培地で
酵母を培養し，菌体蛋白に含 S35アミノ酸として含
有せしむるもので収量は良い。
他に生体を用いないものとして 04で標識したグ
りシシ及び I131で標識せるアノlプミンを用いた。以
上の指示剤は，その極めて微量の投与のみにて，消
化吸収の微妙なる斐動を吾々に教えるもので，更に
検索を重ねつ Lある。 
20) 当教室に於ける脚ブロックの経験例
和田房治 
最近 5年間に教室に於いて経験せる，脚プロック
症例につき検討を加え，且つ高度の右脚プロッグを
有する患者の食道噴門癌根治術成功例につき報告し
た。
全症例数は 30例，右脚 26例，左脚4例，手術施
行例は 24例，術式別では食道癌根治術2例，胃全刻
食道噴門癌根治術成功例(右脚プロッグ〉
54才合主訴鴨下障碍
入院時全身状態不良のため，先ず空腸痩造設後ご
次的に根治術施行，術前後の V.A. T.を比較する
と，痩造設後一時的短縮を示し，術直後再び延長薯
明と成るも，術後 53日に於いては術前後を通じて
Ventricular Gradientと共に最良の状態に回復し
た。
21) 上都賀病院2年半の手術統計並びに診療上感
じたる 2，3に就いて
石崎省吾，。石島福昭，伊藤敏夫
秋元駿一，羽鳥実(上都賀病院〉
私達が上都賀病院に出張して以来2年半の実績の
推移を 3期に分けて報告する。先ず外来では月別 1
日平均患者総数第 1期 70名前後第3期 110名前後
と増加月別 1日平均入院患者総数も第 1期 50名前
後第 3期 80名前後となり入院を必要とした手術患
者総数は 1996 -L'itlで第 1期 280例第 3期 949例と著
しく増加しその内，消化器系疾患の総計は 1575例
を数え，虫垂炎 966例食道胃疾患 290例腸閉塞 65 
例その他となっており手術死亡は僅に 7例に過ぎ
ず，叉食道官疾患を術式別に見るに胃切除 206例胃
全別 29例食道癌根治術3例となる。 この様な成果
の中で診療上特に感ずる事は先ず対外的に周囲の関
業医との提携であり治療上では五郎、点にとらわれず
志郎、点をおろそかにせず，要は教室の Ideeを尊重
することが大切であることを痛感する。以上私達は
教室で教えられた通り社会的な感覚と Biologieの
感覚の錬磨に心懸けることが最も自然であることを
モットーとし努力致して居る事を申述べなお一層の
御指導を迎ぎたし、。
22) 松鎖荘に於ける最近 5年間の入院患者の推移
に就いて
鎌田忠夫(松績荘〉
当療養所に於ける， 27年 4月より 32年 3月に亘
る5年間の患者推移を統計的に観察した結果は次の
如くである。即ち各年度末在院患者数は約 550名で
あるが，之に年度末退院患者数を加えた年間総患者
数は， 27年度の 822名より 31年度の 1019名へと逐
年増加している。退院時転帰も次第に改善され， 31 
年度は退院患者の 73%が全治叉は略治であった。
各年間死亡者は 10名前後であるが， 29年度以降，
